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(57)【要約】
【課題】　精度良く基地局間同期を行うことができる基
地局装置を提供する。
【解決手段】　本発明の基地局装置ＢＳ１は、基地局装
置ＢＳ２からの受信波の一部をプリアンブルの送信周期
に対応する時間幅で複数に分割しサンプリングすること
で複数のサンプリング波を取得するサンプリング部１１
と、サンプリング部１１によりサンプリングされた前記
複数のサンプリング波を互いに加算して平均化処理する
ことで被検出波を取得する平均化処理部１２と、平均化
処理部１２により取得される前記被検出波に基づいてプ
リアンブル波の送信タイミングを検出するタイミング検
出部１３とを備えており、タイミング検出部１３により
検出されたプリアンブル波の送信タイミングに基づいて
基地局間同期を行う。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受信波を受信し、前
記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局装置であって、
　前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリングすることで
複数のサンプリング波を取得するサンプリング部と、
　前記サンプリング部によりサンプリングされた前記複数のサンプリング波を互いに加算
することで前記既知信号波の送信タイミングを検出するための被検出波を取得する処理部
と、
　前記処理部により取得される前記被検出波に基づいて前記既知信号波の送信タイミング
を検出するタイミング検出部と、を備え、
　前記タイミング検出部により検出された前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基
地局間同期を行うことを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受信波を受信し、前
記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局装置であって、
　前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリングすることで
複数のサンプリング波を取得するサンプリング部と、
　前記サンプリング部により取得される前記複数のサンプリング波それぞれに含まれる前
記既知信号波の送信タイミングを検出するタイミング検出部と、
　前記タイミング検出部により検出された前記複数のサンプリング波それぞれについての
前記既知信号波の送信タイミングを平均化した平均化タイミングを求める平均化タイミン
グ取得部と、を備え、
　前記平均化タイミング取得部により求められた平均化タイミングに基づいて基地局間同
期を行うことを特徴とする基地局装置。
【請求項３】
　一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受信波を受信し、前
記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局間同期方法であって
、
　前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリングすることで
複数のサンプリング波を取得するサンプリングステップと、
　前記サンプリングステップによりサンプリングされた前記複数のサンプリング波を互い
に加算することで前記既知信号波の送信タイミングを検出するための被検出波を取得する
処理ステップと、
　前記処理ステップにより取得される前記被検出波に基づいて前記既知信号波の送信タイ
ミングを検出するタイミング検出ステップと、
　前記タイミング検出ステップにより検出された前記既知信号波の送信タイミングに基づ
いて基地局間同期を行う同期ステップと、を備えていることを特徴とする基地局間同期方
法。
【請求項４】
　一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受信波を受信し、前
記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局間同期方法であって
、
　前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリングすることで
複数のサンプリング波を取得するサンプリングステップと、
　前記サンプリングステップにより取得される前記複数のサンプリング波それぞれに含ま
れる前記既知信号波の送信タイミングを検出するタイミング検出ステップと、
　前記タイミング検出ステップにより検出された前記複数のサンプリング波それぞれにつ
いての前記既知信号波の送信タイミングを平均化した平均化タイミングを求める平均化タ
イミング取得ステップと、
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　前記平均化タイミング取得ステップにより求められた平均化タイミングに基づいて基地
局間同期を行う同期ステップと、を備えていることを特徴とする基地局間同期方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、他の基地局装置との間で無線通信を行い、前記既知信号波の送信タイミング
に基づいて基地局間同期を行う基地局装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ＷｉＭＡＸのように移動端末が通信可能な無線通信システムにおいては、基地局が各地
に多数設置される。各基地局がカバーするエリア（セル）内にある移動端末は、当該エリ
アをカバーする基地局との間で通信を行うことができる。
【０００３】
　移動端末が移動することにより、移動端末の通信相手となる基地局は変更されるが、基
地局が変更される際、移動端末は、同時に二つの基地局（サービング基地局とターゲット
基地局）からの信号を受信することになる。
　このため、移動端末の基地局間移動をスムーズに行うには、隣接する基地局間で、送信
タイミング及び搬送波周波数が揃っている基地局間同期が確保されている必要がある。
【０００４】
　基地局間同期がとれていると、移動端末の基地局間移動の際、移動端末が同時に二つの
基地局からの信号を受信でき、基地局間移動をスムーズに行える。
　ここで、基地局間同期のための技術としては、例えば、下記特許文献１記載のものがあ
る。
【０００５】
【特許文献１】特開昭５９－６６４２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　基地局間同期をとるには、上記特許文献１のように、各基地局装置が、ＧＰＳ衛星から
ＧＰＳ信号を受信し、各基地局が共通の同期信号によって動作することが考えられる。
　しかし、ＧＰＳ信号を利用して同期をとる場合、各基地局装置が、ＧＰＳ受信機を備え
る必要があり、大型化・コストアップを招く。また、室内等のＧＰＳ信号を受信できない
環境に設置される基地局装置の場合、基地局間同期をとることが不可能になる。
【０００７】
　そこで、隣接する他の基地局が送信した信号の受信波に含まれるプリアンブル等の既知
信号波を用いて、隣接する当該他の基地局の送信タイミングを検出し、当該送信タイミン
グで同期をとることが考えられる。
　この場合、移動端末との通信を行う周波数と同じ周波数を用いた無線通信で同期をとれ
るので、ＧＰＳ信号を受信する場合のＧＰＳ受信機のように同期用の特別な受信系が必要
ない。このため、基地局の小型化・コストダウンを図ることができ、室内等に設置される
小型の基地局として適したものとなる。
【０００８】
　ところが、上記方法の場合、隣接する他の基地局までの距離が大きい場合や、両者の間
に障害物等が存在する場合には、他の基地局からの受信波の信号対雑音比が小さくなり、
受信波に含まれているプリアンブル等の既知信号波を検出する検出精度が低下し、その結
果、基地局間同期における同期精度が低下するという問題が生じる。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、精度良く基地局間同期を行うこ
とができる基地局装置、及び基地局間同期方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【００１０】
　上記目的を達成するための本発明は、一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の
基地局装置からの受信波を受信し、前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間
同期を行う基地局装置であって、前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に
分割しサンプリングすることで複数のサンプリング波を取得するサンプリング部と、前記
サンプリング部によりサンプリングされた前記複数のサンプリング波を互いに加算するこ
とで前記既知信号波の送信タイミングを検出するための被検出波を取得する処理部と、前
記処理部により取得される前記被検出波に基づいて前記既知信号波の送信タイミングを検
出するタイミング検出部と、を備え、前記タイミング検出部により検出された前記既知信
号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行うことを特徴とするものである。
【００１１】
　上記のように構成された基地局装置において、タイミング検出部によって既知信号波の
送信タイミングを検出するために用いられる被検出波は、他の基地局装置からの受信波を
複数に分割し加算して得たものであるので、既知信号波の成分の出力が相対的に高められ
る一方、既知信号波以外の部分及び雑音成分は平均化されることでその出力が相対的に低
くなり、既知信号波の成分が誇張される。これにより、被検出波に含まれる既知信号波成
分を検出する際の確実性が増し、その検出精度が高められる。この結果、既知信号波の送
信タイミングに基づいた基地局間同期を精度良く行うことができる。
【００１２】
　また、本発明は、一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受
信波を受信し、前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局装
置であって、前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリング
することで複数のサンプリング波を取得するサンプリング部と、前記サンプリング部によ
り取得される前記複数のサンプリング波それぞれに含まれる前記既知信号波の送信タイミ
ングを検出するタイミング検出部と、前記タイミング検出部により検出された前記複数の
サンプリング波それぞれについての前記既知信号波の送信タイミングを平均化した平均化
タイミングを求める平均化タイミング取得部と、を備え、前記平均化タイミング取得部に
より求められた平均化タイミングに基づいて基地局間同期を行うことを特徴としている。
【００１３】
　上記のように構成された基地局装置によれば、サンプリング部が取得した複数のサンプ
リング波それぞれに基づいて検出される送信タイミングを平均化するので、サンプリング
波に雑音成分が多く含まれることで複数のサンプリング波それぞれに基づく送信タイミン
グの検出精度が個々に低い場合にも、得られる平均化タイミングにおける検出精度の低下
を抑制することができる。基地局装置は、この検出精度の低下が抑制された平均化タイミ
ングを用いることで、基地局間同期を精度良く行うことができる。
【００１４】
　また、本発明は、一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受
信波を受信し、前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局間
同期方法であって、前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプ
リングすることで複数のサンプリング波を取得するサンプリングステップと、前記サンプ
リングステップによりサンプリングされた前記複数のサンプリング波を互いに加算するこ
とで前記既知信号波の送信タイミングを検出するための被検出波を取得する処理ステップ
と、前記処理ステップにより取得される前記被検出波に基づいて前記既知信号波の送信タ
イミングを検出するタイミング検出ステップと、前記タイミング検出ステップにより検出
された前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う同期ステップと、
を備えていることを特徴としている。
【００１５】
　上記のように構成された基地局間同期方法によれば、上述のように、既知信号波の送信
タイミングに基づいた基地局間同期を精度良く行うことができる。
【００１６】
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　本発明は、一定の周期で送信される既知信号波を含んだ他の基地局装置からの受信波を
受信し、前記既知信号波の送信タイミングに基づいて基地局間同期を行う基地局間同期方
法であって、前記受信波の一部を前記周期に対応する時間幅で複数に分割しサンプリング
することで複数のサンプリング波を取得するサンプリングステップと、前記サンプリング
ステップにより取得される前記複数のサンプリング波それぞれに含まれる前記既知信号波
の送信タイミングを検出するタイミング検出ステップと、前記タイミング検出ステップに
より検出された前記複数のサンプリング波それぞれについての前記既知信号波の送信タイ
ミングを平均化した平均化タイミングを求める平均化タイミング取得ステップと、前記平
均化タイミング取得ステップにより求められた平均化タイミングに基づいて基地局間同期
を行う同期ステップと、を備えていることを特徴としている。
【００１７】
　上記のように構成された基地局間同期方法によれば、上述のように、検出精度の低下が
抑制された平均化タイミングを用いることで、基地局間同期を精度良く行うことができる
。
【発明の効果】
【００１８】
　以上のように、本発明の基地局装置、及び基地局間同期方法によれば、精度良く基地局
間同期を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次に、本発明の好ましい実施形態について添付図面を参照しながら説明する。図１は、
複数の基地局装置（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）ＢＳ１，ＢＳ２，・・・、及び移
動端末（ＭＳ：Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）ＭＳを有する無線通信システムの全体構
成を示す図である。この無線通信システムは、例えば、広帯域無線通信を実現するために
直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）方式をサポートするＩＥＥＥ８０２．１６に規定
される「ＷｉＭＡＸ」に準拠した方式が採用されている。
　各基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２は、それぞれがカバーするエリア（セル）Ｅ１，Ｅ２内に
ある移動端末ＭＳとの間で通信が可能である。
【００２０】
　図２は、ＷｉＭＡＸにおける通信フレームの構成を示す図である。ＷｉＭＡＸにおける
通信フレームは、多数の基本フレームＦを時間軸方向に並べて構成されている。一つの基
本フレームＦは、プリアンブル（Ｐｒｅａｍｂｌｅ）、ダウンリンクサブフレーム（ＤＬ
）、及びアップリンクサブフレーム（ＵＬ）を時間軸方向に並べて構成されている。この
基本フレームＦの時間幅は、５ｍｓｅｃに設定されている。
　プリアンブルは、基地局装置が移動端末に向けて送信する既知信号である。ダウンリン
クサブフレームは、基地局装置が移動端末に向けて送信する下りユーザデータ信号が格納
される範囲である。また、アップリンクサブフレームは、移動端末が基地局装置に向けて
送信する上りユーザデータ信号が格納される範囲である。
　すなわち、基地局装置が送信する送信信号は、上記プリアンブルを含んで構成されてお
り、さらに、前記送信信号に含まれるプリアンブルは、基本フレームＦの時間幅により定
まる一定の周期（５ｍｓｅｃ）で移動端末に向けて送信される。
【００２１】
　図２では、両基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２それぞれの通信フレームを示している。隣接し
ている基地局装置間においては、図に示すように、互いの通信フレームが時間軸方向で同
期している必要がある。
　例えば、図１に示すように、移動端末ＭＳがエリアＥ２からエリアＥ１に移動する基地
局間移動を行う場合、移動端末ＭＳは、現在通信を行っている基地局装置ＢＳ２、及び次
に通信を行う基地局装置ＢＳ１の両方に対して通信を行うことになるが、図２に示すよう
に、隣接している基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２で同期（基地局間同期）がとれていると、移
動端末ＭＳからみて、各基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２からの送信タイミング（ダウンリンク
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サブフレームのタイミング）と、各基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２の受信タイミング（アップ
リンクサブフレームのタイミング）とが、それぞれ一致する。この結果、移動端末ＭＳは
、二つの基地局装置からの信号を受信することができ、スムーズに基地局間移動が行える
。
【００２２】
　各基地局装置ＢＳ１，ＢＳ２は、隣接する他の基地局装置がＭＳに向けて送信している
信号波を受信し、この受信波に含まれるプリアンブル波に基づいて上記の基地局間同期を
行う機能を有している。
　以下の説明では、移動端末ＭＳがエリアＥ２からエリアＥ１に移動する基地局間移動を
行う場合において（図１参照）、基地局装置ＢＳ１が他の基地局装置としての基地局装置
ＢＳ２との間で基地局間同期をとる際の手順に沿って、その機能を説明する。
【００２３】
　基地局装置ＢＳ１は、受信した信号を処理する処理部（プロセッサ）と、前記処理部に
よって実行されるコンピュータプログラム及び必要な情報（設定情報等）が記録されたメ
モリ等の記憶装置とを有している。
　図３は、基地局装置ＢＳ１の前記プロセッサが前記コンピュータプログラムを実行する
ことによって実現される機能を示すブロック図である。
　図３のように、基地局装置ＢＳ１は、他の基地局装置（基地局装置ＢＳ２）の受信波か
ら後述する複数のサンプリング波を取得するサンプリング部１１と、サンプリング部１１
により取得された複数のサンプリング波について平均化処理を行う平均化処理部１２と、
プリアンブル波の送信タイミングを検出するタイミング検出部１３と、移動端末ＭＳから
の受信波について信号処理を行う信号処理部１４とを有している。
　信号処理部１４は、図示しないＦＦＴや、復調器等を有しており、基地局装置ＢＳ２と
の間で基地局間同期をとり、移動端末ＭＳとの間で通信を確立した後の高速フーリエ変換
、復調処理といった信号処理を行いデータ信号を取得するための機能を有している。
【００２４】
　基地局装置ＢＳ１は、基地局間同期を行うことを決定すると、まず、基地局装置ＢＳ２
が自己のエリアＥ２に位置する移動端末ＭＳに向けて送信している信号波を受信波として
受信する。
　図４は、基地局装置ＢＳ１による、サンプリング波の取得、及び平均化処理の態様を示
した図である。図４において、基地局装置ＢＳ１が基地局装置ＢＳ２からの受信波を受信
すると、サンプリング部１１は、まず、プリアンブルの送信周期に対応する時間幅（５ｍ
ｓｅｃ）で、前記受信波の一部を複数に分割してサンプリングすることで、複数のサンプ
リング波を取得する。図４では、４つのサンプリング波を取得した場合を例示している。
【００２５】
　サンプリング波は、前記受信波を前記プリアンブルの送信タイミングで定まる時間幅、
すなわち基本フレームＦの時間幅で分割しているので、複数のサンプリング波それぞれに
は、必ずプリアンブル信号に相当するプリアンブル波成分Ｐを含んでいる。また、このプ
リアンブル波成分Ｐは、当該サンプリング波においてほぼ同じ位置に現れる。
　また、サンプリング波は、ダウンリンクサブフレームに格納された下りユーザデータ信
号に相当する下りデータ波成分Ｄも含んでいる。
　さらに、移動端末ＭＳから基地局装置ＢＳ２に向けて送信されるアップリンクサブフレ
ームに格納された上りユーザデータ信号も、上記プリアンブル、下りユーザデータ信号と
同じ帯域で送信されているため、基地局装置ＢＳ１は、前記上りユーザデータ信号も受信
しており、サンプリング波は、この上りユーザデータ信号に相当する上りデータ波成分Ｕ
も含んでいる。
　また、サンプリング波は、雑音成分Ｎも含んでいる。
　なお、サンプリング部１１は、上述のように、信号処理部１４による復調処理を行う前
段階の処理を行うものであり、図４においては、理解を容易とするために、前記受信波、
サンプリング波、及びこれらを構成する各成分を模式的に示している。
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【００２６】
　サンプリング部１１は、複数のサンプリング波を取得すると、これらを平均化処理部１
２に出力する。複数のサンプリング波を受け取った平均化処理部１２は、これらサンプリ
ング波を、図４に示すように、互いに加算して平均化処理を行い、プリアンブル波の送信
タイミングを検出するための被検出波を取得する。
　ここで、プリアンブルは既知信号であり、各基本フレームにおいては、基本的に同一の
プリアンブルが送信されるので、その信号波形においても、同一の波形で送信される。
　すなわち、各サンプリング波に含まれるプリアンブル波は、それぞれ同じ信号波形を採
るため、平均化処理部１２がサンプリング波を加算すると、プリアンブル波成分Ｐは、互
いに加算されることで、相対的に高い電力値（出力）となる。
　一方、各サンプリング波に含まれる両データ波は、基本フレームＦごとにデータ信号が
異なるため、それぞれ異なる信号波形を採る。このため、平均化処理部１２がサンプリン
グ波を加算すると、両データ波成分Ｄ，Ｕは、互いに加算されることで、電力値は相対的
に小さくなる。さらに、上記受信波には雑音成分Ｎも含まれているが、雑音成分も互いに
加算されることでその電力値は相対的に小さくなる。
　従って、平均化処理によって得られる被検出波においては、図４に示すように、雑音成
分Ｎ及び両データ波成分Ｄ，Ｕは平均化され相対的に低い電圧値として現れるが、プリア
ンブル波成分Ｐは、相対的に高い電力値として現れる。このため、被検出波においては、
プリアンブル波成分Ｐが強調されて現れることとなる。
【００２７】
　平均化処理部１２は前記被検出波を取得すると、これをタイミング検出部１３に出力す
る。被検出波を受け取ったタイミング検出部１３は、この被検出波に基づいてプリアンブ
ル波の送信タイミングを検出する。
【００２８】
　図５は、被検出波に基づいてプリアンブル波の送信タイミングを検出する方法の一例を
示している。上述のようにプリアンブルは既知信号であるので、その信号波形も既知であ
る。
　タイミング検出部１３は、既知であるプリアンブル波と、被検出波における所定部分の
信号波との相関値の演算を、時間軸方向に送引しつつ行うことで、相関値の時間軸方向の
変化を把握する。
　具体的には、既知信号としてのプリアンブル波の離散時間領域での信号波をＰ（ｎ）（
ｎ＝１，・・・Ｎ、Ｎはプリアンブル波の長さ）、被検出波における所定部分の信号波を
Ｘ（ｎ）とすると、タイミング検出部１３は、図５（ａ）に示す被検出波に対して、下記
式に基づいて、時間方向にスライディング相関を取り、相関値の時間軸方向の変化を把握
する。
【００２９】
【数１】

【００３０】
　なお、上記式中、ｋは、被検出波の範囲内における時間を示している。
　そして、図５（ｂ）に示すように、信号波Ｘ（ｎ）と、既知のプリアンブル波Ｐ（ｎ）
との相関値がピークをとった位置を、被検出波においてプリアンブル波成分が含まれてい
る時間方向の位置ｋとして検出することができる。
　プリアンブル波成分が含まれている時間方向の位置ｋが検出されると、タイミング検出
部１３は、さらに、サンプリング部１１が受信波を分割したときのタイミングと、時間方
向の位置ｋとのオフセット量を算出し、プリアンブル波の送信タイミングを検出すること
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ができる。
　基地局装置ＢＳ１は、検出された基地局装置ＢＳ２のプリアンブル波の送信タイミング
に基づいて、自己の通信フレームに関する設定を調整し、基地局装置ＢＳ２との間で基地
局間同期を行うことができる。
【００３１】
　上記構成の基地局装置ＢＳ１において、タイミング検出部１３によってプリアンブル波
の送信タイミングを検出するために用いられる被検出波は、基地局装置ＢＳ２からの受信
波を複数に分割し加算して得たものであるので、既知信号であるプリアンブル波の成分の
電力値が相対的に高められる一方、それ以外のデータ波成分及び雑音成分は平均化される
ことでその電力値が相対的に低くなり、プリアンブル波の成分が誇張される。これにより
、基地局装置ＢＳ２からの受信波の受信電力が小さくとも、被検出波に含まれるプリアン
ブル波成分を検出する際の確実性が増し、その検出精度が高められる。この結果、プリア
ンブル波の送信タイミングに基づいた基地局間同期を精度良く行うことができる。
【００３２】
　本実施形態においては、プリアンブル波が、一定の周期（５ｍｓｅｃ）で、所定の信号
波が送信されているものとして、被検出波を取得しプリアンブル波の送信タイミングを検
出しているが、実際には、プリアンブル波には、周波数誤差等によって位相回転が生じる
。
　受信波と既知である所定の信号波との間で周波数がＦ（Ｈｚ）ずれると、Ｔ（ｓｅｃ）
後には、位相に（２π×ＦＴ）（ｒａｄ）の回転が生じる。例えば、受信波と既知信号波
との周波数ずれが１０Ｈｚ生じていたとすると、基本フレームＦが、１０フレーム（５０
ｍｓｅｃ）後にπ（ｒａｄ）の位相回転が生じる。このような位相回転が生じた状態で、
サンプリング波を取得し、平均化処理を行うと、プリアンブル波成分Ｐが消えてしまう。
　従って、プリアンブル波成分の検出精度を確保するため、受信波の周波数誤差を予め考
慮する必要があるが、この点については、平均化処理に用いるサンプリング波の数を例え
ば、５個（５フレーム分）以内とすることが好ましく、この場合、上述の程度の周波数ず
れが生じたとしても、プリアンブル波成分を十分検出することができる。
【００３３】
　図６は、本発明の他の実施形態に係る基地局装置ＢＳ１のプロセッサがコンピュータプ
ログラムを実行することによって実現される機能を示すブロック図である。
　本実施形態と、上述の実施形態との相違点は、サンプリング部１１が取得する複数のサ
ンプリング波それぞれについて、タイミング検出部１３がプリアンブル波のタイミングを
検出する点、これら検出されたタイミングに基づいて平均化タイミングを取得する平均化
タイミング取得部１５を有する点、及び、この平均化タイミングに基づいて、基地局装置
ＢＳ２との間で基地局間同期を行う点である。その他の点については、上述の実施形態と
同様なので説明を省略する。
【００３４】
　図７は、図６に示した基地局装置ＢＳ１による、サンプリング波の取得、及び平均化タ
イミング取得の態様を示した図である。図７において、基地局装置ＢＳ１が基地局装置Ｂ
Ｓ２からの受信波を受信すると、サンプリング部１１は、複数のサンプリング波を取得す
る。図７では、４つのサンプリング波を取得した場合を例示している。
【００３５】
　サンプリング部１１は、複数のサンプリング波を取得すると、これらをタイミング検出
部１３に出力する。複数のサンプリング波を受け取ったタイミング検出部１３は、これら
サンプリング波それぞれに含まれるプリアンブル波の送信タイミングを検出する。なお、
このプリアンブル波の送信タイミングの検出は、上述の実施例にて示した方法により行わ
れる。
【００３６】
　複数のサンプリング波それぞれについてのプリアンブル波の送信タイミングの検出する
と、タイミング検出部１３は、これら検出結果を平均化タイミング取得部１５に出力する
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。検出結果を受け取った平均化タイミング取得部１５は、これら送信タイミングを平均化
した平均化タイミングを求める。
　基地局装置ＢＳ１は、平均化タイミング取得部１５が求めた平均化タイミングを基地局
装置ＢＳ２のプリアンブル波の送信タイミングとし、これに基づいて自己の通信フレーム
に関する設定を調整することで、基地局装置ＢＳ２との間で基地局間同期を行うことがで
きる。
【００３７】
　ここで、平均化タイミング取得部１５は、各サンプリング波から得られるプリアンブル
波の送信タイミングの単純平均を求めても良いが、各サンプリング波の受信電力に応じて
重み付けを行い、受信電力に対する重み付け平均を求めても良い。受信電力が大きければ
、サンプリング波から検出するプリアンブル波の送信タイミングの検出精度も相対的に高
くなるので、例えば、受信電力が大きいサンプリング波による送信タイミングに対する重
み付けを大きくするようにすれば、基地局装置ＢＳ２のプリアンブル波の送信タイミング
としての平均化タイミングの検出精度をより高めることができる。
【００３８】
　上記のように構成された基地局装置ＢＳ１によれば、サンプリング部１１が取得した複
数のサンプリング波それぞれに基づいて検出される送信タイミングを平均化するので、サ
ンプリング波に雑音成分が多く含まれることで複数のサンプリング波それぞれに基づく送
信タイミングの検出精度が個々に低い場合にも、得られる平均化タイミングにおける検出
精度の低下を抑制することができる。基地局装置ＢＳ１は、この検出精度の低下が抑制さ
れた平均化タイミングを用いることで、基地局間同期を精度良く行うことができる。
　また、本実施形態の基地局装置ＢＳ１によれば、当該基地局装置ＢＳ１の電源投入直後
の初期状態における基地局装置ＢＳ２からの受信波を受信する上において、周波数誤差の
影響を抑制することができる。
【００３９】
　なお、今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した意味ではなく、特許請求の範囲によっ
て示され、特許請求の範囲と均等の意味、及び範囲内でのすべての変更が含まれることが
意図される。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
【図１】基地局装置、及び移動端末を有する無線通信システムの全体構成を示す図である
。
【図２】ＷｉＭＡＸにおける通信フレームの構成を示す図である。
【図３】基地局装置のプロセッサがコンピュータプログラムを実行することによって実現
される機能を示すブロック図である。
【図４】基地局装置による、サンプリング波の取得、及び平均化処理の態様を示した図で
ある。
【図５】被検出波に基づいてプリアンブル波の送信タイミングを検出する方法の一例であ
る。
【図６】本発明の他の実施形態に係る基地局装置のプロセッサがコンピュータプログラム
を実行することによって実現される機能を示すブロック図である。
【図７】図６に示した基地局装置による、サンプリング波の取得、及び平均化タイミング
取得の態様を示した図である。
【符号の説明】
【００４１】
　１１　　サンプリング部
　１２　　平均化処理部（処理部）
　１３　　タイミング算出部
　１４　　信号処理部
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　ＢＳ１，ＢＳ２　　基地局装置
　ＭＳ　　移動端末
　Ｅ１，Ｅ２　　エリア

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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